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「VoguePattern Book」にみる FashionDesign (4) 
-1980年代前半の分析を基にー
Fashion Design in「VoguePattern BookJ 
-Based on analysis仕om白eearly 1980’s-
宮武恵子、平田麻里子
Keiko MIYATAKE、MarikoHIRATA 
はじめに
「VoguePattern BookJを手掛かりに、 1950、
1960、1970年代（以下： 50年代、 60年代、 70
年代）のファッション・デザインを取り上げた
前3稿 I)2）”に引き続き、本稿では 1980年代（以
下： 80年代）のファッション・デザインにつ
いて考察をする。前 3稿と同じく、ここで論
じているファッションとは、被服に関する流行
の様相として、服装やコーデイネート等の全体
の雰囲気やイメージを表す服飾表現の言葉とし
ている。デザインとは、「ある目的のもとに創
意工夫し、その構想を具体的に示すこと」であ
るに本稿で扱う「FashionDesignJとは、流
行の様相として創意工夫し具体的に示された服
飾表現としている。
研究方法は前稿までの研究に習い、まずは時
代を象徴する特徴的なファッション・デザイン
について整理する。次に共立女子学園の図書館
所蔵「VoguePattern Book」を用いて、先に上
げた特徴的なファッション・デザインと照らし
合わせて考察をする。本稿で取り上げる分析資
料は、 80年代前半の 1980年 1・2月号から
1984年11・12月までの30冊を対象とする。後
半の分析は今後の課題とし、今回の結果と比較
を行いたいと考えている。
1 .文献にみる 80年代ファッション
1・1.80年代におけるモードとデザイナー
プリュノ・デユ・ロゼル著、西村愛子訳「20
世紀のモード史J、ゲルトルー ト・レー ネルト著、
黒川祐子訳「絵でたどるモードの歴史」、南静「パ
リ・モードの200年 E」では、 80年代を“ポ
スト・モダン（ポスト・モダニズム）”の時代
と称している 5)6) 7）。“ポスト・モダン”とは、
この時代のデザイン界に起こった傾向で、機能
的で合理的な近代主義（モダニズム）を脱却し、
古典的・伝統的なフオルムや様式を取り入れ、
新たな造形を生み出そうとする芸術上の考え
方、運動のことであるヘ特に感性を重んじよ
うとするところに特徴があり、過去の様々な要
素を組み合わせる折衷主義的表現として取り入
れられるようになった 9）。
ゲルトルート・レーネルトは、この年代を“国
際化するモード”とし、モード・シーンは完全
に国際的になり、新しいシルエットや形（フォ
ルム）や色の開発に重要な意味をもってきたフ
ランスのオート・クチュールは役割を失い、減
価償却ができなくなってしまったとしている 1ヘ
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ここで述べているモードとは、田中千代著「服
飾事典jにおける「ファッションと同義語にな
っているが、デザイナーや服飾研究家の聞では、
使い分けがされている。一般的にモードはデザ
イナーがつくる制作である」という解釈が適切
で、流行になる前の見本型と言えるへそして
オート・クチュールの「流行のスタイルを作る」
という役割は、 80年代になると、完全にプレ
タポルテに受け継がれることになり、全ての大
会社のほとんどが、独自のプレタポルテのコレ
クションを行い、初めからプレタポルテにだけ
限定し、その市場に参入するメゾンも数多くあ
ったo と同時に、アメリカ、イタリア、日本、
ドイツでも重要度が高まっていった時代でもあ
る回。
キャサリン・フランクリン監修、深井晃子日
本語版監修の「FASHION 世界服飾大図鑑」
では、80年代以降を“デザイナーの時代”とし、
80年代になって始まったロンドン・デザイナ
ーズ・コレクションの例を上げている。ファッ
ション・ジャーナリストやバイヤーが、次シー
ズンのコレクションを観るために、毎年春と秋
に、ニューヨークやロンドン、ミラノやパリに
出向くようになり、 GiorgioArmani （以下：
Armani）やBurberryなどのプランドは世界中
に浸透し、デザイナーの名前で商品が売れるよ
うになったと記述している則。以下、国・都市
別に時代を象徴するデザイナーに注目して記述
していく。
パリ・モード界では70年代の混乱した潮流
に終止符を打ち、現実的でシンプルで落ち着い
たラインに軌道修正を行い、肩帽は広く、ウエ
ストを絞ったボディ・コンシャスなシェイプが
復活したヘ代表的なデザイナーは Claude
Mon旬na（以下：Mon旬na）、 AzzedineAlaia （以
下：Alaia）、百1ierryMugler （以下： Mugler)
である。 Montanaは、男性的なラインではあ
るが、肩を強調することでウエストが細く見え
る、女性らしい体型を強調するために、ウエス
トを絞ったジャケットにペプラムやスカートを
組み合わせた作品が多く、誇張した肩と大きく
ドラマティックな襟というスタイルを貫いたと
されている is>o Alaiaは、からだにぴったり吸
い付くようにフィットするボディ・スーツやチ
ュープ・ドレスなど、ボディ・ラインを際立た
せるために新しいストレッチ素材を使った。ま
たストレッチ素材とならんで透明感あふれるレ
ーシーなニットも好んで使った刷。 Muglerは、
身体にまとわりつく舞台衣装風の服をファッシ
ョンに取り入れ、魅惑的でしばしばセクシーな
外観を見せる作品は、巧みなデザインと技術が
生かされていると記述がある 17)0 
その他、ボディ・コンシャスとは真逆な表現
で注目されたのは、 81年にパリでデビューし
た川久保玲（以下：川久保）と山本纏司である。
オーバーサイズの服や性差を無視した服、黒一
色に近いコレクションを発表して、ファッショ
ン・ジャーナリストやバイヤーに衝撃を与えた
ω。川久保のデビュー・コレクションは、わざ
と穴をあけたポロのようなほつれを見せたセー
ターだったo色は、“黒”だけで、ボディにフ
ィットせず、ウエストも、丈の上下も、左右も、
すべてどこか「ずれてJいる服と表現されてい
るへ山本耀司の作品は、東洋と西洋の美学の
融合と称され、東洋からは男女の区別がない着
物を原則とし、身体を包む伝統を取り入れて性
差を払拭しているとされている則。特に色に関
しては、衝撃的な黒ずくめの“喪服の祭典”の
影響は大きく、その後モード界は白やプルーや
酸味のきいた中間色などの淡いトーンに移行す
る。 84年にパトゥー店のC胎istianLacroix （以
下： Lacroix）がヴィヴイツドな色彩のミニの
パッスル・ルック、およびパステル調のエドワ
ーデイアン・ルックを打ち出して注目を集めた
のを契機に、色調はしだいに明るく、華やかに
なりはじめたという 2九Lacroixは、 87年に自
らのオートクチュール・メゾンを設立し、当時
のジャーナリストの関心がオート・クチュール
からプレタポルテに移る中、将来を嘱望される
クチュリエとして大きな話題をさらった割。最
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初のオート・クチュールのコレクション・ショ
ーで、自身の出身地のアルルにちなんだバロッ
ク調モードを打ち出した。それに続いて、 80
年代前半を特徴づけた全体としてクールで落ち
着いたルックから、遊びを加味した陽気で多彩
なモードに転換していく。後半に移るとともに
それを補うために色彩や装飾の多様化が進行し
たとされている却。この装飾によるドレスの美
化を表現するデザイナーとして他には、
ROMEO GIGLI （以下： GIGLI）もあげられる。
GIG LIの作品は、子供時代に親しんだ古書とイ
タリアの伝統から美的刺激を受けた色彩とテク
スチャーに富んだ生地を使い、はかなくロマン
チックな感覚を作り出した。アクセサリーにベ
ネチアン・ガラスを使ったり、金を織り込んだ
生地を好むなど、特殊な生地や工芸技術をとり
いれることで作品に芸術性を注ぎ込んだ則。
1976年にデビュー・コレクションを聞いた
JEAN PAUL GAULTIER （以下： GAULTIER)
もこの時代の代表的なデザイナーである。空き
缶をプレスレットにリサイクルしたり、サテン
のピスチェにビニールのパンツを合わせたりな
ど斬新な提案をしてきた。 80年代半ば頃から
は、男女のセクシャリティーに対する問題提起
を行うようになってきた却。この事例として
85年の作品では、男性にレースのパンツやサ
ロン・スカートやおむつカバー・ルックのパン
ツをはかせて“アンドロジナス”モードを打ち
出した制。またMadonnaがワールド・ツアー
で着たコーン・プラや、サド・マゾ的なボンテ
ージ・ファッション、コルセット・ドレスはG
AULTIERの代表作である l?7)0 
イギリスにおいては、前稿70年代で記述し
たパンク・ファッションを提案したVivienne
Westwood （以下： Vivienne）が、 80年代初期
に数々の創意に富むコレクションを発表し、主
流としての確聞たる地位を築く制。 81年に初
のコレクション・ショー“パイレーツ・コレク
ション”を発表したが、このコレクションは、
ニュー・ロマンティックと呼ばれるミュージシ
ャン逮に影響を与えた。 18世紀の紳士服のよ
うなだぶだぶのパンツやふんわりしたシャツ、
フリルや派手な色づかいなどが気に入られたと
いう。 82年には、古く見えるように加工した
粗末な生地や、むき出しにした縫い目が特徴の
“サヴェー ジ・コレクション”。 82～83年には、
第3世界の文化から発想を得て、左右非対称
にカットされた布地をねじったり重ねたりした
オーバーサイズの服“バッフアロー・ガールズ
（またはノスタルジア・オプ・マッド）・コレク
ション”を発表した。 86年には、テーラード・
ジャケットと合わせて、 19世紀のクリノリン
の丈を短くした“ミニ・クリエ”をイタリアで
発表した制。 Vivienneと同様にストリート・フ
ァッションに影響を与えたデザイナーの
KATHARINE HAMNETTは、政治、ポップカ
ルチャー、アートといったポスト・モダニズム
的要素と、多種多様な歴史的スタイルを自在に
組み合わせてその時代を象徴するスタイルを生
みだした。体制への批判を込めた初のメッセー
ジTシャツは、代表的な作品である。また、
デニムの加工方法としてストーンウオッシュや
ダメージ・デニム、ストレッチ・デニム等の作
品や、ミリタリー・ルックやユーティリティ・
ファッションを普及させたことでも知られてい
る制。一方モード界に琴星の如く現れた斬新的
なデザイナーは、 84年にロンドンのセントラ
Jレ．セント．マ－チン美術学校を主席で卒業し
たJohnGalliano （以下： Galliano）である 31)
Gallianoは、在学中から国立劇場で衣装係のア
ルバイトをしながら、素材の新たな裁断技術や
パーツの縫製技術を生み出すための研究をし
たoそして、卒業制作コレクションである「ア
フガニスタンとヨーロッパの理論」はロンドン
のプティック Brownsのショーウインドウを飾
った制。
その他パリ、イギリス以外では、アメリカは、
Calvin Klein、DonnaKaran、RalphLauren。イ
タリアは、 Armani、GianniVersace （以下：
Versace）、 JilSander、Dolce& Gabbanaヘ日
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本は、前述した川久保や山本耀司のほか、三宅
一生や山本寛斎、また70年代にパリコレでデ
ビューした先駆者であり、世界を融合するとい
った意味合いを持つ民族衣装の提案者である高
田賢三も時代を代表するデザイナーである。
特に80年代半ばのアメリカ人デザイナー逮
は、コンセプトを諮り、時代を察知しながら新
作を発表し続けていた。 CalvinKleinのデザイ
ンの特徴はミニマリズムにあり、シンプルなカ
ッティングと選ばれた素材による服作りであ
る。シンプルであることは大量生産が容易にで
きるというメリットがあり、ワンランク上のプ
ランドを求める中流階級の日常着にふさわしか
った制。そのデザイン特性は女性が堅苦しくな
らずにプロフェッショナルに見えるようなソフ
トな仕立て、ニュートラルな色使い、そして着
まわしができるアイテムにある。カシミア、シ
ルク、イタリア製ウール生地などの高級服地を
ほとんど飾りのないシルエットに仕立てること
で、ゆったりとしたエレガンスを演出し、この
方法が、 CalvinKleinコレクションの決定版ス
タイルとなった却。また、 70年代後半にジー
ンズ・ラインを手掛けて80年代後半のデザイ
ナー・ジーンズを先導したo80年代後半に下
着や香水のラインを立ち上げたとき、若い半裸
のモデルたちを起用したメディア・ミックスの
宣伝戦略を繰り広げて大きな詰議をよんだ刻。
宣伝戦略という視点では、 RalphLaurenの宣伝
活動を担当していたBruceWeberの広告キャ
ンペーンが、デザイナー作品を世に提案する意
味において重要な要素を持ったz九Bruce
Weberは、ファッション写真をおしゃれなニ
ュース映画として捉えた最初の人物で、撮影場
所を屋外の広々とした場所に移して、ノスタル
ジアと美しさを同時に表現したと評価されてい
る制。この時代のRalphLaurenの作品で特に
有名なのは、プレッピー・スタイルだったお）0
Donna Karanは85年9月に初めて単独でファ
ッション・ショーを開催した。スローガンは「女
性の脚線美と多忙な毎日」であり、「旅行や着
回しに向いていて、着る人を魅力的に見せる洋
服」が目指すところだった。基本はウール・ジ
ャージのボディ・スーツに丸くしぼんだスカー
トや伸縮性のあるサロン制、ウールの巻きス
カートなどを合わせた制。体型に自信のない女
性でも安心して着られるデザインで、活動的に
動きまわる日々でも着心地がよい女性の仕事着
に対する新たなキャリア・ウーマン像を提案し
たといえる制。また、 80年代の象徴的アイテ
ムとなる「パワー・スーツ」を着心地のよいス
ウェットシャツフリース（両面起毛素材）に大
きな肩パットを付けて提案した NORMA
KAMALI （以下： KAMAL！）は、後に「張りの
ない」生地を使ってセクシーな服を仕上げるの
に成功し、ぴったりしたレオタードを街着とし
て着られるようにしたω。
イタリアのデザイナーの成功は、巧みなマー
ケテイング戦略によるとされている。 79年に
ミラノの見本市会場で40人以上のデザイナー
による初のファッション・ショーを企画し、成
功を収めた。これを受け、プレタポルテ・コレ
クションとデザイナー・プランドの香水、メガ
ネ、皮革製品、布地、日用品等が国際的評価を
受けることになっていく ω。Armaniは、時を
超えたスタイルと抜群のビジネスセンスで人々
を魅了したとされている制。75年10月、ミラノ・
コレクションでメンズ、レディスともに立ちあ
げた。メンズを知りながらレディスを作る。そ
れが結果的に新しいレディスのスタイルを生み
出したとされている。ソフトなスーツは、折り
目やしわを起こさせないために使われていたパ
ットや芯地の位置を変えるという新しい発想
で、それまでの堅いジャケットを一転させた。
それはメンズから出発したArmaniらしく、伝
統的な男性ジャケットの解体、再構築によって
生み出されたイタリアならではの職人技であっ
た。こうした自立して自由で粋な女性イメージ
をもたらすスーツの一方で、アメリカ女性遥に
信奉され市場を席巻したイヴニング・ウェアは
モダンでエレガントだった刷。 Armaniと対比
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してこの時代のデザイナーとして上げられる
Versaceは、古代ルネッサンス、バロックから
未来派に及ぶさまざまな芸術スタイルのパター
ンやフオルムを自由に組み合わせたデザイン表
現である。作品の特徴は黄色、赤、藤色が繰り
返し現れる極端な色使いや奇抜な柄にあるへ
Jil Sanderは、 80年にパリから撤退し、 85年よ
り活動の場をミラノへ移し、 87年にミラノ・
コレクションに初参加した 4九ソフトなヘザー
グレー、トゥープ（モグラ色）、ネイビープル
ーといった単色に微妙な色合いや濃淡の変化を
つけた色合いと高級感のある素材によるデザイ
ンは、 90年代を席巻する制。同じく 85年に初
のレディス・コレクションを発表したDolce& 
Gabbanaも90年代を担うデザイナー・プラン
ドへと発展していくへ
日本人デザイナーでは、前述した川久保や山
本耀司以外にも、 73年に芸術と科学を融合さ
せたラデイカルな服を発表した三宅一生が、高
度なプロセスと実験的なテクニックから生まれ
た生地やカッテイングを用いながらも、着やす
いデザインを迫求している制。 73年のパリ・
コレクションにおいて提案した「一枚の布Jの
コンセプトで新しい衣服の概念をはじめ、独創
的な服のデザインは高い評価を得て、 89年に
発表した「プリーツ・プリーツJは商業的にも
ヒットした 5九プリーツの衣服の新しさは、縮
みやクレープ地のようにすでに〈しわ〉がある
布地を裁断するのではなく、裁断し縫製した服
にプリーツをかけてみせて、新しい衣服の傾向
を造形的に実現する手段として発展させたへ
山本寛斎は、 75年に着物や歌舞伎の衣装に着
想を得たデザインで、パリでデビューをし、そ
の後80年代の時代の象徴的なデザイナーとな
る剖
1・2.80年代におけるストリート・ファッション
高村是州によるとストリート・スタイルは
70年代で一段落し、リヴァイパルを含め熟成
のときを迎えた。同スタイルは、急成長したフ
アツション・ビジネス産業に取り込まれ、洗練
され、「定番Jとして一般に浸透し始めたとし
ている制。最も人気を集めていたのは50年代
スタイルで、その時代を知らない若者にとって
新鮮であったのである。
また、イギリスではパンク・ロックが再び息
を吹き返し、その後ニュー・ウェープへと進化
し、テクノ、ニュー・ロマンティックス等の様々
なスタイルの音楽を生み出したとしている。テ
クノ・ファッションとは、 YMOやKraftwerk
などのシンセサイザーを多用するテクノ・ミュ
ージシャンたちが着用する、無彩色のつなぎ服、
メタリック・スーツやマスク、防弾チョッキに
防毒マスクなどのSF映画風のスタイルをさし
ている問。一方、ニュー・ロマンティックスは、
火付け役とされている CultureClubのBoy
Georgeのようにシンセサイザーを多用したダ
ンス・ミュージックのミュージシャンのような
服装をきしているお｝。これらミュージシャンの
ビデオ・クリップは当時放映を始めたばかりの
アメリカのMTVを席巻したという。時代の象
徴的なポップ・スターである Madonnaは、ハ
リウッド風の魅惑的な美しさや自らの理想の
「パワー・ウーマン」を演出した 57)0 男性ミュ
ージシャンでは、女性的でセクシーな服装、厚
化粧、長くて手入れの行き届いた巻き毛などを
特徴としたPrince、MichaelJacksonが、黒人
のエレクトロ・ビート・ダンス・ミュージック
の時代を創る則。その後ヒップホップ、ラップ、
黒人バンドのGrandmasterFlash、RunDMC、
Public Enemyによるハウス・ミュージックな
どが流行し、 70年代のディスコで発展したス
タイルに新しいダンススタイルやプレイクダン
スが入ってきたo その中でも高度なプレイクダ
ンスには動きやすい服装であるスポーツ・ウェ
アとスニーカーが必要であり、ヒップホッパー
には、 adidas、Reebok、NIKEが欠かせなかっ
た制。 RunDMCは、 adidasを好んで着用し、
14金のゴールドのネックレスと KANGOLのハ
ット取り入れたスタイルは、若者にインパクト
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を与えた刷。
また日本においてのストリート・ファッショ
ンも世界の情報発信を受けながら、独自のスタ
イルを形成する。前述したパリ・コレクション
でデビューした川久保と山本耀司の影響を受け
た黒を主体としたスタイルは「カラス族」と呼
ばれ、販売貝からデザイナーなどのファッショ
ン業界の人から一般へと広まり、黒をペースと
したファッションは1990年代半ばまで、定番
カラーとして続いていく。これを契機に80年
代の半ばには、業界人やモード系ファッション
を好む人たちの関から DCプランドブームが起
きる。 DCプランドは、デザイナー・アンド・
キャラクター・プランド（Designer乍 and
Character’s brand）の略で、デザイナーの創造
住が特徴のデザイナー・プランドと、プランド
の個性を強調したキャラクター・プランドを併
せた日本独特の呼称である 61)刷。デザイナー・
プランドでは、「イッセイ・ミヤケJ（デザイナ
ーは三宅一生）、「ワイズJ（デザイナーは山本
耀司）、「コム・デ・ギャルソン」（デザイナー
は川久保玲）、「ニコルJ（デザイナーは松田光
弘）、「ミルク」（デザイナー は大川ひとみ）、「カ
ンサイJ（デザイナーは山本寛斎）。キャラクタ
ー・プランドでは、「コムサ・デ・モードJ「ア
トリエ・サプ」「パー ソンズj「パッ」「スクー プJ
などを挙げることができる刷。 DCプランドの
服は、ルーズ・フィットのシルエットと自由な
重ね着を楽しむフェミニン・スタイルで、ビッ
グ＆レイヤードのフェミニン・スタイルが基本
である。前述した80年代前半にパリ・コレク
ションで提案されていたAlaiaに代表される「ボ
ディ・コンシャス（略してボディコン）」は、
日本ではその外見を模倣したようなスタイルと
して80年代後半にパプル景気を背景に流行す
るoウエストを絞ったひざ上（ミニ）丈のタイ
ト・スカート、バストとヒップを強調したワン
ピースもしくはスーツ、ハイヒールを履き、髪
型は「ワンレンJのロング・ヘアが特徴的なス
タイルであった制。人気を集めたプランドは「ピ
ンキー＆ダイアンJ「プライベー トレー ベル」「ジ
ュンコシマダJ等である。また70年代後半に
誕生したDJガール」「ポパイ少年jたちは、「プ
ランド志向Jとされ、当時の大学生の身分証明
であり、様々なステイタス・シンボルによって
構成される和製オリジナル（構成要素自体は直
輸入モノ）のトラッド・ファッションだった
制。 80年代初頭のJファッションは、派手で
清潔感のあるメイク、サイドの髪をパックへ流
すセミロングのレイヤードヘア、ムートンのコ
ートやダブルプレストのニット・ジャケットに
サマーニットや花柄のブラウス、スエードの膝
丈スカート等、海外有名プランドのバッグやゴ
ールドのアクセザリーを合わせた。並びに、
S誕ntLaurentのウエッジ・ソールは当時大変流
行したo80年代後半と 90年代初頭にかけて流
行した「渋カジjは渋谷カジュアルの略語で、
東京の渋谷にたむろする若者たちにみられるカ
ジュアル・ファッションの総称である刷。その
代表的なスタイルは、ネイピープレザーにポロ
シャツ、ストレートジーンズ、靴はローファー
やショートブーツ、ワークブーツを合わせた問。
1・3.80年代におけるファッション・デザイン
の特徴
デザインの特徴は、二つ上げることができる。
一つ目は、広くて角ばった肩、細い腰といった
シルエットである刷。代表的なアイテムのパワ
ー・スーツは、ピジネス社会における有能さや
地位を強調するためのスーツのことで、女性の
社会進出が進むにつれて、ワードロープの内容
も変化し、テーラード・スーツの肩パットも、
紳士用スーツに使用されるよりも柔らかい婦人
用のものが使われるなどの工夫が見られるよう
になったとされている副知）0 関連する言葉とし
て、ビジネス社会における力を感じさせる着こ
なしゃスタイルをさすパワー・ドレッシングも
この時代のデザインの特徴をしめす言葉であ
り、無駄のないシックな色・柄・形・上質感・
肩パット使いなどが特徴である制。肩を大きく、
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強調したジャケットは、丈は短いものや長いも
のまで提案され、短い細身のスカートや床丈の
プリーツ・スカートでパンプスをコーデイネー
トし、また柔らかな素材のドレスも広い肩パッ
トを用いて肩を大きく強調していた問。「ファ
ッションクロノジーJでは、その具体的な事例
としてDonnaKaranの屑が大きく丸い形状で、
ドレープの流れが特徴のウールのデイドレス、
Armaniの肩が大きい反面ウエストが細いシル
ククレープのダブルプレストのジャケット、
Muglerのジャケットとスカートを挙げている加。
これら肩を強調したアイテムの上に着用するの
はスイング・コート、トレンチ・コート、たっ
ぷりした箱型のアウトドア・ジャケットなどで、
より肩が大きい形状になり、体を強調した服と
角張って見える巨大な（オーバーサイズの）衣
服の提案が見られるようになる。 70年代中頃
に流行したビッグ・ルックが継続し、さらに肩
が強調され大きいシルエットに進化していった
のである問。
二つ目の特徴は、 80年代に流行したフィッ
トネスに関連するスポーツ・ウェアがファッシ
ョンに浸透していったことであるoエアロピク
スやトレーニングのために、ジム用のショート・
パンツやレオタード、レギンスなどを着用する
女性が増えるにしたがい、フィットネス・クラ
プは社交場となり、スポーツ・ウェアは洗練さ
れていったという問。先に述べたデザイナー達
もスポーツに使われる生地を使って作品を発表
していった。 80年に KAMALIが、グレーのフ
リースだけでコレクションを発表した。フリー
スとは、紡績工程中の薄いシートの繊維群や、
1頭分の羊の毛をかったままで 1枚の形にな
っている状態の毛をいう加。大きな肩パットを
つけたスウェットシャツとして、またパワー・
スーツに仕立てられ、 KAMALIの代表的なア
イテムとなる。 KAMALIは、トレーニングジ
ム用ウェアに使われていた生地を実用的な日常
着に進化させ、後に「張りのないJ生地を使っ
てセクシーな服を仕上げ、ぴったりしたレオタ
ードを街着として着られるようにした 77)0 そし
て、 DonnaKaranが84年に発表したストレッ
チ素材を使ったシャツにユニタードを合わせた
ボディ・スーツも流行したo ボディ・スーツは、
シャツの裾がウエストから出てきてしまい不快
な思いをしないように、トップ部分にシャツ、
ボトムにユニタード捻”を合わせたものであり、
ストレッチ素材は、前述したAlaiaも使用して
いる加。今までにはない素材をつかった作品は、
服によって身体のラインがつくられるのではな
く、女性たちの身体が服のラインをつくるよう
になったとも言われている制。
2. rvogue Pattern BookJにみる 80年代フ
アツンヨ J
2・1. 目次“FASHIONNEWS”から
「VoguePattern BookJの目次は、“SPECIAL
FEATURES”“IN EVERY ISSUE”“FASHION 
NEWS”の 3つの大見出しとこれに付随する
複数の小見出しから構成されている。
例えば、“SPECIALFEATURES”では、裏地
の作り方を記した“Linings：官官non-slip“slip”ゆ｝
や、布地について解説した“FABRICDICTIO 
NARY”削などの小見出しを設け、流行に左右
されることのない裁縫の知識や技術に関する内
容を取り上げている。並びに、夏における肌の
手入れについて記した“SUMMERSKIN 
CARE”総｝やクリスマス・グッズを提案した
“Holiday Gifts & Decor”幻｝など、美容や趣味
に閲する情報も取り上げている。一方、同誌に
定番の記事を集めた“INEVERY ISSUE”では、
読者からの便りを掲載した“Mailbox”や編集
者の言葉を記した“Editor’sLetter”などを取
り上げており削、読者や編集者の思想を垣間見
ることが出来る。さらには、誌面内でモデルが
着用している衣服の生地やアクセサリーの名称、
とその販売元を羅列した“Fabric& Accessory 
Guide”や、型紙販売を目的に衣服の表裏など
を絵型で記した“Backviewsand Yardage 
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ぷ 1 日次”FASHIONNEWS”からデザイナ－：￥，ある
いは”designer”のMtが含まれる小見出しを品11
した車古来
年 周 ．鎗貰 小見出し
1980 」A開/FEB 62 CALYN KLE圃'SEASY 3・ULTH'LAYS
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Guide”もまた“INEVERY ISSUE”に含まれ
fi"号掲載されている 刷。 後者の詳細については
後述するが、これらはファッションに｜則する誌
而内容を補足するものであると同時に、読者に
消費を促すものと考えられる。
こうしたなか、“FASHIONNEWS”では、
毎号 5から 11の小見出しを設け：lti新の情報を
交えながら様々なファッションについて取り上
げている。例えば、1981年JUL/AUG号・の”Suits'
81, Studies in Contrast”では、最新のスポーテ
イプなパンツ ・スーツやスーツ・チックな服装
などについて記している 刷。 また、 1983年
JUL/AUG号の “NewSeason Blouse Diversity” 
ではシルキーなスーツ・ブラウスやドレープを
多用したフェミニンなブラウスなどt'fi々 なブラ
ウスについて特集し問、1984年MAR/APR号
の℃alvinKlein's 2-Pa仕ernmix”では80年代
を代表するアメリカのデザイナーCalvinlGein 
図 1Calvin Kleinによるファッション・デザイン
（「VoguePatern BookJ ”Calvin Klein's New3”19831ド
SEP/OCT号58～59Jrより転載）
（本稿 1-1参！！｛｛）による最新のファッション ・
デザインを取り上げている 制。 これより
“FASHION NEWS”には同誌が注目するファ
ッション ・デザインや最新のファッション動向
が反映されているうえ、そのキーワードは小見
出しからも読み取ることが可能であることがわ
かる。
本杭では、前述した文献にみる 80年代ファ
ッションから導き出したファッション ・デザイ
ンの特徴を断まえて“FASHIONNEWS”の小
見出しを概観し、同年代の誌而を特徴付けると
推察されたデザイナ一、 スポーツ、仕事をキー
ワードに分析を進めることとした。
2-1-1.デザイナー
”FASHION NEWS”を構成する小見出しか
ら、特定のデザイナー名あるいは“designer”
の誌が含まれるものを抽出した。その結＊を表
1に示す。これより、街ー年デザイナーをテーマ
とする記事が複数回に波り1:.l紋されていたこと
がわかる。とりわけ、 1984:.1三は毎号（年 61甘）
当該見出しが掲載されていることから、ファッ
ションを括る上でデザイナーの重要度が高かっ
たと言える。
同誌がデザイナーを重視する盗勢はこれに始
まったわけではない。60年代後半にはデザイ
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似I2 Pery Elisによるファッション ・デザイン
（「VoguePattern BookJ”Perry Elis Principles" 1981 ，.ド
MARI APR 1,} 78～ 19 r』より転載）
l,;(J 3 Claude Montanaによるフ 7'7ション ・デザイン
（「VoguePatern Book」”IntroducingClaude Montana . 
1981J: NOV/DECり70～nWより松，J&.)
ナー特集が増え始め、萩ねてから優位であった
ヨー ロ ッパのデザイナーにアメリカのデザイナ
ーが加わり始めた剛。 続く 70年代にはアメリ
カのデザイナーが急明しており 棚、80年代前
半もまたこれまでの流れを汲んでいることが小
見出しから見てとれる。
特定のデザイナーを明記した小見出しに都
目すると、 70年代に初出したアメリカのデザ
イナー CalvinKlein91は801f.1-t前三I＝－に；n・ 6 IT 
特集されており、その興隆がうかがえる。図 1
は、その一例である。同じく、 PerryElis (@ 
2参！のも 70年代初出のデザイナーであるだ
lまI4 Issey Miyakeによるファッション ・デザイン
（「VoguePattern BookJ "lsey Miyake Movement” 
1983 "F NOV/DEC号34～35民より転紋）
けでなく、 80年代初出のADELESIMPSON、
BILL HAlRE、JosephPiconeらもまた、アメリ
カのデザイナーである。これより、アメリカの
デザイナーの台頭が80年代前半にも続いてい
たことは19"］らかである。
とは言え、かつて優位であったフランスのデ
ザイナーが衰退したわけではない。遅くとも
60年代には登場・しているGuyLarocheは80年
代前半にも認められるうえ、 1981年 NOV/
DEC号の小見／LIしにはClaudeMontana （凶 3
参！従）の名が初出する。さらに、＂designer”
の訪を合む小見出しの誌而には、 701］三代を！市
巻したフランスの Diorや Givenchy、Yves
Saint Laurentが認められる。
そして、 上記の流れとは別に新たに登場した
のが日本人のデザイナ ーである。19831j: 
NOV/DEC号の見出しにはIsseyMiyakeの名
が初出し、誌而には図 4に示すように三宅一
生の顔写兵．も大きく掲載されている。
2-1-2.スポーツあるいはスポーティブ・ファ
ツンヨン
“FASHION NEWS＇ を椛J＆：する小見出しか
ら、、ports”あるいは“sportive”の語が含ま
れるものを州出した。その結＊、表 2に示す
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表 2 目次”FASHIONNEWS”から ”sporぽあるいは
”sportive”の藷が含まれる小見山しを.fli/1した紡
来
量草 月 鴎鎗頁 小』E出し
1980 UR/APR 48 THE SPORTSIEJ.軒SPECTRU圃
1181 圃AR/APR “ Act帽n加剛・5岡市”町
50 0隅 PatilmSw ISoo叩
UY/JUI 42 Aatbn Tiu Spor岱帽
SEP/OCT 56 The Sport胸Oen旬
11182 UY/JUI 1, R回n同 hーtS圃・・rP舶taG•ut
SEP/OCT 78 Aurb皿 D”蜘，rs岡市制町
1183 UY/JU岡 G4 htroct.凪hJVOOUESPORT
SEP/OCT 82 Th・OoodSpor包
l!l!Y必Ec 60 Th・s巴噌岬Sol隆副
肘10件
悶5・1.mnする場所を限定しない ”SPORTSWEAR司
（その I) 
（「VoguePattern BookJ”THE SPORTSWEAR 
SPECTRUM” 1980 1f: MAR/ APR号 50～51].1よ
り転紋）
通り1984年を除いて同研を合む小見出しが年
に数回掲載されていたことがわかった。
それらの中には、図5-1に示す“SPORTSWE
AR”のように、同誌が 下ants”と称するもの
よりも丈が短い ”Shorts”や上下がつなぎにな
っているものが含まれている。その多くは、ス
ポーツ（身体運動）に適したスポーツ・ウェア
というよりは、シンプルで軽やかな服装として
自に映る。 例 え ば、 ｜亙15 -2に示す
“SPORTSWEAR＇’は、ジャケッ トにスカー ト
の女性がプールサイドを歩き、ワンピース ・ド
レスの女性が階段に立っている。 このことは、
先述したアメリカのデザイナ－ Perry Ellisが
「部屋着にも運動着にも両川できる洋服を作っ
ていた」制 ことからも証明されるように、 80
図 5・2.,v JI]する場所を限定しない”SPORTSWEAR"
（その 2)
（「VoguePatern BookJ "THE SPORTSWEAR 
SPECTRUM” 1980年 MAR/APR号 54～ 55r.iよ
り転~）
l翠6スポーツ （身fキ巡動）に迎したスポーツ ・ウエ
ア
（「VoguePatlern BookJ "Introducing VOGUESPORT” 
1983 "F MAY刀UNけ68～69頁より転載）
年代前半は着用する場所を｜決定しない衣服も提
案されていたことが見て取れる。
これに対し、図 6に示す“VOGUESPORT"
には、スウェッ トのような“Jacket”と“Pants”
でジョギングをする女性や、テニス コー トにお
いてラケッ トを片手に丈の短い百ress”や
“Shorts”の女性、 海辺で水若を着ている女性
など、スポーツ（身体連動） に特化したスポー
ツ・ウェアも提案している。これらの服装は、
他場而における服装と比べ丈や布1が短く、紫材
に特徴があることが見て取れる。
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阪I7 -2検場におけるファッション （その 2)
（「VoguePattern BookJ”The Working Wonder S”1983 
年JAN/FEB号 58～59頁より！J記載）
図 7-1職場におけるファッション（その 1)
（「Vo即 EPattern BookJ "The Working Wonders”1983 
年JAN/FEB一号56～57頁より転紋）
表 3 目次”FASHIONNEWS”から”work”の読が合
まれる小見出しを抗Ii.Iした紡糸
計喧件
闘始頁 小見出し
70 Al.&PI.I。市abls
36 C b・h闘 ThatI。欣
64 The”。『lhll酬 clers
52 Se問団也Ilhatl 11S1 Bus he田
72 冒。111t>rY。u
54・hatTo’ur包’ork
月
SEP万吉T・AY/JUN
JAN/FEB 
I AR/APR 
JUVAU8 
lif.!! 
?????
1ll8~ 
図8午後のプライベートにおけるクラシカルなファ
ツンヨン
（「VoguePatern BookJ”A.M. & P.M. Workables” 
19801f SEP/OCT号 73｝；［司より4反戦）
の絞りがないボックス型の直線的なシルエット
を特徴としている。また、女性の髪型はショー
トやまとめ髪であり、ヒラヒラやフワフワとい
った動的な要素や装－飾を拶｜除した服装が仕事着
として相応しいと考えられていたことがわか
る。一方で、ジャケッ トを着用している図7-
1と7-2からは、 同素材とみられるスカート
やパンツを合わせてスーツのような若こなしも
あれば、ジャケッ トと異なる素材とみられるア
イテムを合わせてコーデイネートする着こなし
もあることが見て取れる。これより、仕事着に
選択の自由も認められていたことがわかる。
また、 1980&1三SEP/OCT 号に掲載された
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2-1-3.職場におけるファッション
“FASHION NEWS”を椛成する小見出しか
ら、“work”の諾を含み職場でのファッション
を提案しているものを抽出した。その結果を表
3に示す。
一般に、 80年代はかねてからの男女平等の
純利を主張する運動に加え、女性の社会進出が
進む年である。職場におけるファッションの提
案はこう した社会の流れを反映したものであ
り、力強いイメージやユニセックスな服装－が認
められる。
例えば、図7-1、7-2に示すように、肩
パッ トが入ったジャケットは大きなシルエット
を作り、調I見の女性の体を直線的に力5nlく見せ
ている。lやでも、図7-1の左側の女性は、ウ
エス トを絞ることで肩の大きさがより強制され
るとともに、女性らしい体つきが表出している。
これに対し、図7-2の女性たちは、ウエスト
R立女子大学家政学部紀要指'562号 (2016) 
”A.M. & P.M. Workables”には、午前中 （“A.
M.＂＇）の車車場 （“works”）における服装とともに、
午後 （”P.M.＂）のプライベート （＂playsすに
おける服装も提案している。後者は、図8に
示す通りドレ ッシーでエレガントな外観であ
り、これらは前述した府の大きなシJレエットと
は異なるクラシックな装いと言える。このこと
は、新しいファ ッションが誌而の多くを飾る中
で、過去のフ ァッションも TPOに合わせ提案
されていたことを示す一例である。並びに、一
｜百lに掲載された戦場におけるファッ ションとプ
ライベートにおけるファッ ションからは、 当I寺
の女性のライフスタイルを庖1リ見ることが出来
る。
2-2.巻末掲載の絵当初、ら
「VoguePattern Book」の特徴の 1つである
巻末に制l脱された絵型から、 80年代前半のフ
ァッ ション・デザインの特徴を捉えることを目
的とし、，i述の結＊を踏まえ 2つの事項につ
いて分析を行った。
絵型の｛lil員数 （{'j:）は、 19801，ミから 1984年
の 5年｜！日で計1697fl: （表 4参！｛）あり、掲載
件数がliも多い年は 1981年（374fl：／年 61川、
i誌も少ない年は 1980年 （287件／年 61仕）で
あった。1981年以降は300件を超え、毎号60
fl: 1i後の絵型が制載されていたことがわかる。
ぷ4 >'!Aミに掲載された絵！~lの数
早ー ..叡件｝
1980 287 
1981 374 
1982 340 
1983 359 
1984 337 
計1697件
2-2・l. lj't.,';j＇，アイテムかコーデイネートか
拘Ii/LIした絵型について、“Dress”や“Jacket”、
“Skirt”、Pants＇＂ といったlit品アイテムの提梁
事
E、
P,191!156-61 ’ 1211Bv ei・山柑ns，回tat叫S970 
B恥 ，仇3I 8111，・ •CJ'I • Iiσ，lh例記mwi e 
医19”Blouse伺の絵型
(fVogue Pattern BookJ "Vogue Paterns Guide・ 1983 {jo 
SEP/OCT号16J.'I者121より転載、｜耳II:f守下の
白いブラウスと等しい）
??
?
? ? ?
?
?
?
?? ? ，
，? ?
、??
??
?
??
??
』?
? ? ?
ぃ
ぬQCJ9 Iぉnby内ry[lits SlC句（816) S50 
P.ml，町内［＇ 45・ v.1de 
隠110 ”Pants” の絵I＼~
（「VoguePat巴rnBookJ "Vogue Patlerns Guide”1981 {jo 
MAR/APR号95i: #2677より転載、似12イ7側の
パンツと等しい）
とこれらを 2つ以上コーデイネー トした提案
に2別し分析を行った。
例えば、図 9の絵型は｜土lい“Blouse＂を提
案した単品アイテムの絵型であり、これは医I1 
の右下に写る衣Jlと等しい。問機に、 図10の
絵型は“pants”を提案した単品アイテムの絵
型であり、これは図 2の右側に写る衣服と等
しい。 これに対し、 ~111 の絵型は”Jacket”
に・‘Skirt”をコーディネートしたものであり、
これは図7-2の左側に写る衣服と等しい。
上記のように絵型を 2別した結採（掲載率）
を図 12に示す。これより、 1982年を除いて双
方の掲載率は大よそ半々であることがわかる。
もとより、 70年千tはコーディネートが可能な
単品アイテムの拘総数が明えるとともに、それ
らを尖際にコーデイネー トした挺裟が目立ち!if,
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?
?#ii~ n . LI 
i［応 fl¥ 
I'•,- ' 
｜民113 -I "Jacket" 舗Skirt””Vest””Pants””Shirt”
をコーデイネートした絵製
（「VoguePatern BookJ "Vogue Paterns Guide”1980 ,,. 
SEP/OCT ~J・ 101 i #7767より転松、極114(!)Jr 
JuJし例に含まれる）
o I 
., ·~· I羽1 ~も
・二、，F 1・ I Page 58”527 Very Lasy ¥/oyue Sues (8・18お50
Jackel 2 6I J Skin2 I Searl .4 I Al 90 cm w,!le. 
l到111 ”Jacket＂と＂Skirt" をコーデイ ネー卜した絵I＼~
（「VoguePatern BookJ ”Vogue Paterns Guide" 1983 "F 
JAN/FEB号 93TI #8527より，伝絞）｜誕I7 -2の
プ己側とてfしい）
vi・l人
Ii 
白鳳晶アイ子ムを
コー ディZ事ー ト
ロ息晶アイテム
IOC隅
7S" 
軍合 －.よ ： 、目．
J:XJ 13 -2”Jacket””Skirt"”Pants””Blouse”をコー
デイネートした絵型
（「VoguePatern BookJ“Vogue Patterns Guide”19801J'. 
SEP/OCT号 101TI帯7778より転械、 ｜ま114のね
！”lし例に含まれる）
,: 
19田匁
(3S9件｝
,/; 
製抽
251 
。，‘
1984！事
(337件）
rJ:: () 1,Jはm止＆された絵型のfl:数
｜民112 '11. ,',I，アイテムのt'J~か、あるいは、 lli,',I， ア イテ
ムをコーデイネートした従奈かに｜則する捌:1H＇；米
（絵J＼リの分析）
1982！手
(340件｝
目81年
(374件｝
1980＇手
(2肘件｝
｜百I13 -3・Top・ ”Tunic”“Dress”をコーデイネ トー
した絵I＼~
f Vogue Patern BookJ "Vogue Patterns Guide”1980 ，，ミ
SEP/OCTサ 101頁＃2556より転級、凶 14の将
Juし例に合まれる）
button-down skirt”、 ljgl13 -2の“Cardigan
jacket, slim skirt and pants, ruffled blouse＂、医 ｜
13 -3の ・Tabskirtdress, tab tunic top and 
skirt”であり、 これらのアイテムから 2ない
し4つのアイテムを用いて 24通りにコーデイ
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めた｜時代であったが 剛、80年代前半もまたこ
れを引き継ぎコーディネー トの時代への転換WJ
であったことがうかがえる。
これに加え、 コーディネートを提案したも
のの中には、コーデイネー トされたアイテムを
分解して得られた単品アイテムを他のアイテム
と巧みに組み合わせ、 岩田し例を提示するケー
スも見られた。例 えば、図 13ー1、13-2、
13 -3 （絵型）にある複数のアイテムをIlい、
24通りの岩田し例を提示したものが図 14-1 
(9通り）と 14-2 (15通 り）である。すなわ
ち、 ここでmいられているアイテムは医113-
1の ”Blazer,vest, tapered pants, gathered skirl, 
共立女子大学家政学部紀~ tf~ 62りー (2016) 
(;114 -1 3 Hiのノfターン ・セットをもとに,i'f阿し可
能な24通りのファッ ション（その 1)
（「VoguePattern BookJ”Big 3 Makes 24 Lookピ1980
年SEP/OCT号 52～531'.iより転絞）??
?
函14-2 3般のパターン・セットをもとにlfl”lし可
能な 24通りのファッ ション （その 2)
（「VoguePattern BookJ "Big 3 Makes 24 Looks”1980 
年 SEP/OCT号 54～55頁より転総）
ネートしたものが図 14-1と14-2である。
このことは、 一つのアイテムを仙って線々な荊
こなしが出来ることを示している。例えば、男
性が用いる小物であるネクタイを使ってマニッ
シュな装いを提案する一方で、女性の体のシル
エットを強調したタイト ・スカートや生地をた
っぷり使用してギャザーを街・せたスカー トなど
を合わせて女性らしいイメージを表出させた提
案も認められる。これらは、前述したスポーツ・
シーンにおけるカジュアルなコーデイネート
（本稿 2-1-2参！！のとは興なり、フォーマルに
IOC”‘ 
ロスカート
75" 
ロその他
気出 一ー ロスカー トとパンツ
ロ，eンツ
25’‘ 
。，‘
1980毎 回811奪 回目塁手 1蝿3写 目84'1:
(133件｝臼田仲｝(2日件｝(176件｝(I伺件｝
ti: : o ,.1-1はt作品アイテムをコーデイネートしている
絵J＼~の件数
｜買115-'Ii，＼，＇ アイテムをコーディネートしているものに
ついて、スカートの従奈かパンツのflt築地、に｜則す
る,1,1権紡＊ ＇絵1砲の分析）
近い装いになっている。加えて、シルエットに
住目すると、同時代の特徴である訂が大きい点
は共通していることがわかる。
2-2-2.スカー トかパンツか
2つ以上の単，＇d，アイテムをコーディネートし
ている服装に｜刻して、それらの下衣はパンツな
のかスカー トなのか、あるいはその両方なのか
について絵型をもとに分析を行った。その結栄
を｜まI15に示す。これより、いずれの年代でも
パンツよりスカー トの提案が多いうえ、 1982
J,Fを除いてはスカートが全体の過半数を占めて
いることがわかる。パンツはこれに続き 24か
ら32%を行き来しているのに対し、スカ トー
とパンツの両方を提案したものは紋も多い
1984年でも 496に制まっていることがわかる。
なお、図 15「その他」の項目には、..Jacket” 
と“Blouse”制といった上衣のみをコーデイネ
ートしたものをはじめ、..Jacket”と“Shorts. 
制や＇＇Jumper”と “Blouseand colar”部｝ をコ
ーデイネー トしたものさ？：を含んでいる。ここで
言う .Shorts＇，とは j除上の短いパンツの総称刊
であり、“Jumper”とは布＂なしの胴訴であるジ
ャンパー ・スカー ト附を指す。つまり、本稿
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では絵型に“Pants”と明記しであるものをパ
ンツとして扱っている。この他にも丈の短い
“Culo此es”捌や上下がつながった“Jumpsuit”
酬が幾らか認められたが、これらも「その他」
に分類しているo 意志じて、ここで言うパンツと
は、丈は膝下より長く、シルエットにはストレ
ートやワイドがある。並びに、スカートもまた
“Skirt”と明記しであるものを指し、“Dress”
削や先の“Jumper”とコーデイネートしてい
るものは「その他」に分類している。
もとより、 50年代にはスカートが提案され、
ω年代にはこれにパンツが加わり始め、 70年
代にはスカートとパンツの両方を提案する傾向
が認められた刷。以降、両者は日常的なアイ
テムとして同誌を飾ってきたが、コーデイネー
トの対象アイテムとしてはパンツよりもスカー
トを提案する割合が多いことがわかる。さらに、
提案されたスカートの丈は、多くが膝下である
ことが見て取れる。例えば、先述した図におい
ても図 6のスポーツ・シーンを除くスカート
以外は全て膝下丈である。このことは、様々な
スカート丈が認められた70年代とは異なる傾
向である側。
また、スカートとパンツの両方を提案してい
るケースが見られることは、今日においてパン
ツがスカートと分け隔でなく様々な状況下で受
け入れられていくことを予見している事例と言
える。
3.考察
「VoguePattern BookJの分析から、 80年代
前半には 4つの傾向が認められた。次に、文
献にみる 80年代ファッションの調査結呆と照
らし合わせながらその特徴について言及する。
(1) 70年代から継続して認められる事項
「VoguePattern BookJが60年代後半よりデ
ザイナー特集を掲載していることは先述した通
りである。この流れは途絶えることなく、 80
年代前半の同誌においてはデザイナー名や
“designer”の語を前面に出した誌面作りがし
ばしば認められた。とりわけ、 70年代より誌
面に急増し始めたアメリカのデザイナーは80
年代前半においても新奇性があり“FASHION
NEWS”の小見出しにその名が使用されていた。
これに対し、かねてから優位にあったフランス
のデザイナーは確固たる地位を築き不動のもの
となった感がうかがえたo このことは、 80年
代以降が“デザイナーの時代”と称され、デザ
イナーの名やイメージで商品が売れたこと（本
稿 1・1参照）を示した事例と言える。
次に、 70年代に台頭してきたアイテムの 1
つであるパンツは、 80年代前半においては多
様な場面で取り入れられていることがわかっ
たo 見方を変えれば、「VoguePattern Book」
は70年代頃より変化し始めた女性の生活様式
を誌面に反映させ、スポーツや旅行特集を組ん
だほか剛職場での服装を提案してきた。パン
ツは、こうした新しいライフスタイルに相応し
い画期的なものとして受け入れられ、女性の社
会進出と関わりを持ちながら 80年代前半にも
引き続き提案されたと言える。
並びに、ライフスタイルを反映したファッシ
ョンの1つであるスポーツ・ウェアに関しては、
本稿 1・3で80年代のファッションに浸透して
いったとする文献について言及したが、「Vogue
Pattern BookJにおいては70年代からその流
れが認められた附。そして80年代前半におい
てもファッショナプルでシンプルな“sports”
や“sportive”ファッションを提案していた。
これより、同誌が早くからスポーツ・ウェアを
ファッションに漫遊させることを試みたことが
わかる。
また、兼ねてから提案してきたクラシック
な服装を午後のプライペートな場面において提
案していることもファッション・デザインの流
れを知る上で重要な事項と言えよう。「Vogue
Pattern Book」では、新しいファッションが登
場する中で過去のファッションもまた提案して
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おり、時代を先導するファッション・デザイン
を模索している様子が見て取れた。このことは、
80年代が“ポスト・モダン（ポスト・モダニ
ズム）の時代”と称されたことと近しい事例と
言える（本稿 1・1参照）。
(2) 70年代から兆候があり、 80年代に入り台
頭してきた事項
前稿で言及した通り、 70年代は単品アイテ
ムの提案が増えるとともに、複数の単品アイテ
ムをコーデイネートした提案が目立ち始めた時
代であったo 80年代前半には、両者の提案が
大よそ半々の割合で掲載されていることから、
時代は複数の単品アイテムをコーデイネートす
る方向へと動いていることがわかるoこのこと
は、 80年代のデザイナー逮が着まわしのでき
るアイテムに注目したとする文献内容と近しい
事例である（本稿 1・1参照）。
(3) 80年代に入り新たに登場した事項
80年代を象徴するとして知られている「パ
ワー ・スー ツJや「パワー・ドレッシング」（本
稿 1・3参照）は、「VoguePattern BookJにも
顕著に認められたoすなわち、肩パットを用い
て広く角張った肩を演出し、一方でベルトを締
めることにより腰のくびれを強調し、全体に凹
凸のある力強いシルエットを作るこのファッシ
ヨン・デザインは、先に示した図にも見て取れ
る。とりわけ、図7-1と7-2は、その特徴
を如実に表している。文献によると、これらの
原点には70年代中頃に流行したピッグ・ルッ
ク（オーバーサイズの服）が認められる（本稿
1・3参照）。そのコンセプトは、のびのびとし
た動きを可能にするほか、身体の随れ家として
の役割を持つ酬とされている。これに対し、
80年代前半の「パワー・スーツ」は女性の有
能さや地位を強調するものである（本稿 1・3
参照）。これより、本稿では「パワー・スーツJ
や「パワー・ドレッシング」は時代を経て新た
に登場したファッション・デザインとして
「VoguePattern BookJに登場したものと捉え
た。
そして、同誌における日本人のデザイナー
の掲載も 80年代に入り新たに登場した事項の
1つである。 80年代に活隠した日本人のデザ
イナーに関しては、本稿 1・1の中でパリ・コ
レクションにおいて70年代にデビューした高
田賢三、三宅一生、山本寛斎、 80年代にデビ
ューした川久保玲、山本耀司について言及した。
中でも、三宅一生は「VoguePatten Book」に
“Issey Miyake”の名で80年代前半に登場して
いることが明らかになった。三宅一生のファッ
ション・デザインは、既にパリ・モード界にお
いて「体のまわりに空間をつくりだすことによ
って体の線を隠そうとする」 107）と評価されて
いたが、同誌への登場はパリ・コレクションに
おけるデビューから換算すると約10年の時を
経ていた。この歳月は、三宅一生のファッショ
ン・デザインが大衆読者の生活の中へ浸透する
のに必要な期間であったと考えられる。なぜな
らば、同誌は単なるファッション・ブックでは
なく型紙販売を目的としており、読者がこれを
縫製し日常生活の中で着用することを前提とし
ているからである。並びに、間もなく三宅一生
が「プリーツ・プリーッ」を発表し、商業上で
も成呆を上げる（本稿 1・1参照）ことを予見
させる一例と言えよう。
(4) 80年代に入りこれまで見られた変化が停
滞する事項
先に言及した各図からもわかるように、 80
年代前半のスカート丈は主に膝下である。これ
に対し、 70年代の同誌で多様なスカート丈が
認められたことは前稿の通りであるo また、パ
リ・モード界においては70年に「「ロングか、
ミニかJの国際的な大論争J剛があり、この
流れの中でウルトラ・ロングやウルトラ・ミニ
も登場した 1刷。これら一連の事象から、約 10
年の聞にスカート丈に対する論争は収まったこ
とがわかる。パリ・モード界においても「多様
なモードの時代」にスカート丈もまた「多様で
あってしかるべきではないか」削と認識され
ており、消費者が自由にスカート丈を選択する
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ことが好ましい時代へと変化していったことが
わかるoそして、「VoguePattern BookJにお
いては、その長さが膝下に落ち着いたと言える。
総じて、文献にみる 80年代のファッション・
デザインと「VoguePattern Book」にみる 80
年代前半のそれには一致する事項や近しい事項
がいくつか認められた。一方、同誌の読者層を
踏まえれば解るように、若年層に特徴的なファ
ッション・デザインを同誌に認めることは出来
なかった。
もとより、情報化へ向かう 80年代は、ファ
ッションも多様化し選択の自由が認められる風
潮があった。特筆すべき点は、 80年代前半の
「VoguePattern Book」はこれまでの年代と比
較すれば特徴は少ないが、 70年代までには見
られなかった表現が認められたことである。す
なわち、肩の形状が極端に大きいことがその代
表事例として挙げられる。並びに、日本人のデ
ザイナーの出現は、これまで西洋にはなかった
新しい概念を衣服と身体にもたらしたという意
味においても重要な事項である。
注釈
注 1）マライ語で〈筒〉の意味で、インド
ネシア、マライ半島の男女が用いている
筒型の腰布のこと。：田中千代服飾辞
典同文書院 1975年2月20日335頁
注 2）レオタードにタイツの脚部をつなぎ
合わせた上下一続きにしたもの。ユニ〈単
一〉とレオタードとを組み合わせた合成
語。：ファッション辞典文化出版局
2012年2月10日63頁
引用・参考文献
1）宮武恵子、新田彩乃 f"Vogue Pattern 
Book”に見る FashionDesign (1) -
1950年代分析を基にーJ共立女子大学
家政学部紀要第59号 2013年 1月 47
～65頁
2）宮武恵子、新田彩乃「“VoguePattern 
Book”に見る FashionDesign (2) -
1960年代分析を基にー」共立女子大学
家政学部紀要第60号 2014年1月 49
～80頁
3）宮武恵子、新田彩乃、平田麻里子「“Vogue
Pattern Book”に見る FashionDesign (3) 
-1970年代分析を基にーJ共立女子大
学家政学部紀要第61号 2015年1月 59
～83頁
4）伊藤紀之編著、宮武恵子、玉田真紀、畑
久美子「生活デザインの体系J三共出版
株式会社 2012年11月1日 3頁
5）ゲルトルート・レーネルト著、黒川祐子
訳「絵でたどるモードの歴史」中央公論
美術出版 2011年 12月10日 233頁
6）南静「パリ・モードの200年 EJ文化
出版局 1990年11月5日 212頁
7）プリュノ・デユ・リゼル著、西村愛子訳
「20世紀のモード史J株式会社平凡社
1995年9月20日 514頁
8）深井晃子監修「ファッション辞典J文化
出版局 2012年2月10日 232頁
9）吉村誠一「ファッション大辞典J繊研新
聞社 2011年4月1日 936～937頁
10) 5）に同じ 240頁
11）田中千代「服飾事典（増補版）」同文書院
1969年 861頁
12) 5）に同じ 241頁
13）キャサリン・フランクリン監修深井晃
子日本語版監修「FASION 世界服飾大
図鑑」株式会社河出番房新社 2013年
10月30日386頁
14）南静「パリ・モードの200年 E」文化
出版局 1990年11月5日 212頁
15）ノエル・パロモ＝ロヴェンスキー「もっ
とも影響力を持つ 50人のファッション
デザイナー」株式会社グラフイツク社
-125-
共立女子大学家政学部紀要第 62号 {2016) 
2012年9月25日72頁
16）深井晃子編「ファッション・プランド・
ベスト lOlJ株式会社新書館 2001年11
月25日26～27頁
17）ジョージナ・オハラ著深井晃子訳「フ
アツション事典J株式会社平凡社 1988
年8月25日214頁
18) 13）に同じ 400頁
19）深井晃子編「ファッション・プランド・
ペスト lOlJ株式会社新書館 2001年11
月25日90頁
20）ノエル・パロモ＝ロヴェンスキー「もっ
とも影響力を持つ 50人のファッション
デザイナーJ株式会社グラフイツク社
2012年9月25日108頁
21) 6）に同じ 212頁
22) 19）に同じ 80頁
23) 6）に同じ 212頁
24) 20）に同じ 110頁
25) 19）に同じ 108頁
26) 6）に同じ 212頁
27) 19）に同じ 108頁
28) 13）に同じ 392頁
29) 13）に同じ 390頁
30) 20）に同じ 150頁
31) LINDA W｝；.τ'SON「VOGUEFASHION」
株式会社ブルース・インターアクション
ズ 2009年9月1日123頁
32) 20）に同じ 155頁
33) 5）に同じ 241頁
34) 19）に同じ 67頁
35) 20）に同じ 22頁
36) 19）に同じ 67頁
37）シャルロッテ・ゼーリング「FASHION
20世紀のファッションデザイナーJ
KONEMAN 2001年 593頁
38) 31）に同じ 116頁
39) 20）に同じ 20頁
40) 31）に同じ 123頁
41) 20）に同じ 67頁
42) 37）に同じ 594頁
43) 37）に同じ 518～519頁
44) 37）に同じ 526頁
45) 19）に同じ 114～115頁
46) 37）に同じ 530頁
47) 19）に同じ 116頁
48) 20）に同じ 144頁
49) 13）に同じ 386頁
50) 13）に同じ 400頁
51) 8）に同じ 655頁
52) 19）に同じ 42頁
53) 13）に同じ 400頁
54）高村是州「ザ・ストリートスタイルJグ
ラフイツク社 2008年11月25日149
頁
55) 8）に同じ 9頁
56) 54）に同じ 149頁
57) 5）に同じ 235～236頁
58) 37）に同じ 497頁
59) 37）に同じ 497頁
60) 54）に同じ 166頁
61）渡辺明日香「ストリートファッションの
時代J明現社 2005年10月31日 27 
頁
62) 8）に同じ 261頁
63) 61）に同じ 27～29頁
64）アクロス編集室 rSTREETFASION 1945 
～1996J株式会社PARCO出版1995年
4月10日212頁
65) 64）に同じ 184頁
66) 8）に同じ 206頁
67) 64）に同じ 216頁
68) 5）に同じ 239頁
69) 8）に同じ 21頁
70) 13）に同じ 398頁
71) 8）に同じ 213頁
72) 5）に同じ 239頁
73) NJ・スティーヴンソン著古賀令子訳「フ
アツションクロノロジー」文化出版局
2013年3月8日 238～239頁
-126ー
「VoguePattern Book」にみるFashionDesign(4) 
74) 5）に同じ 239頁
75) 13）に同じ 388頁
76) 8）に同じ 295頁
77) 37）に同じ 594頁
78) 20）に同じ 66～67頁
79) 13）に同じ 388頁
80）「VoguePattern BookJ 1983年JUL/AUG
号12頁
81）「VoguePattern BookJ 1980年JAN/FEB
号14頁（前後複数号に渡り連載）
82）「VoguePattern BookJ 1980年 MAY/
JUN号32～33頁
83）「VoguePattern BookJ 1983年 SEP/
OCT号98～99頁
84）例えば、「VoguePattern BookJ 1980年
JAN/FEB号では 8頁に“MAILBOX”、
19頁に“EDITひR’SLETTER”を設けて
いる。
85）例えば、「VoguePattern BookJ 1984年
NOV/DEC号では 83～ 87頁に
“Backviews and Yardage Guide”、 88頁
に“Fabricand Accessory Guide”を設
けている。
86) 42～49頁
87) 66～71頁
88) 50～53頁
89) 2）に同じ
90) 3）に同じ
91) 3）に同じ
92）リンダ・ワトソン著、桜井真砂美訳「ヴ
オーグ・ファッション 100年史」スペー
スシャワーネットワーク 2009年8月28
日218頁
93) 3）に同じ
94）例えば、「VoguePattern BookJ 1981年
JUL/AUG号Cover#2764 
95）例えば、「VoguePattern BookJ 1982年
JAN/DEB号52～53頁＃8217
96）例えば、「VoguePattern BookJ 1984年
SEP/OCT号76頁#9041
97) 8）に同じ 47頁
98) 8）に同じ 25頁
99）例えば、「VoguePattern BookJ 1982年
JAN/FEB号45頁＃8196は、“Jacket”
と“Culottes・’をコーデイネートしてい
るo
100）例えば、 1982年 NOV/DEC号 34頁
#7982は、“Beltand Jumpsuit”と
“Con甘astCoat Bands”をコーデイネー
トしているo
101）例えば、 1983年JUL/AUG号 50頁
#8547は、“Dress”と“Jacket”をコ
ーデイネートしている。
102) 3）に同じ
103) 3）に同じ
104) 3）に同じ
105) 3）に同じ
106) 5）に同じ 239～240頁
107) 6）に同じ 208頁
108) 6）に同じ 204頁
109) 6）に同じ 204頁
110) 6）に同じ 204頁
-127-
